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《 12月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》     

〇 ２月１１日（火）建国記念の日を祝う会（神戸・姫路） 

          （記念講演 新田 均 先生（皇學館大学教授） 

          （第二部 奉祝パレード 道楽演奏 自由参加） 

 

     ＊未決定箇所については、決定でき次第お知らせ致します。 

《
第
二
十
五
回 

  

全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
齋
行
》 

 
 
 
 

全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會 

 

快
晴
の
好
天
に
惠
ま
れ
、
十
月
三
十

日
の
午
前
、
戰
歿
學
徒
記
念
「
若
人
の
廣

場
」
（
南
あ
わ
じ
市
阿
万
大
見
山
）
に
於

い
て
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
が
齋
行
さ
れ

た
。
大
東
亞
戰
爭
で
出
陣
又
は
軍
需
工
場

等
の
動
員
で
殉
國
さ
れ
た
、
二
十
萬
人
餘

の
男
女
學
徒
の
御
靈
を
慰
靈
す
る
た
め
開

設
さ
れ
た
同
廣
場
に
て
、
終
戰
五
十
年
に

あ
た
る
平
成
七
年
か
ら
齋
行
さ
れ
今
年
で

二
十
五
回
目
と
な
っ
た
。 

畏
く
も
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ

て
は
践
祚
な
さ
れ
、
令
和
の
新
し
い
御
代

を
迎
へ
た
。
去
る
十
月
二
十
二
日
に
は
宮

中
に
て
「
即
位
禮
正
殿
之
儀
」
が
齋
行
さ

れ
、
國
民
並
び
に
世
界
に
対
し
即
位
を
宣

明
遊
ば
さ
れ
た
。
昭
和
十
八
年
十
月
二
十

一
日
に
東
京
・
明
治
神
宮
外
苑
陸
上
競
技

場
で
出
陣
學
徒
壮
行
會
が
開
催
さ
れ
た
縁

故
に
因
り
、
毎
年
十
月
二
十
一
日
に
開
催

し
て
ゐ
る
が
、
本
年
の
追
悼
祭
は
國
民
が

挙
っ
て
ご
即
位
を
奉
祝
す
る
慶
事
の
た

め
、
十
月
三
十
日
に
日
程
を
変
更
し
齋
行

す
る
運
び
と
し
た
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
災
な

ど
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
平
成
七
年
よ
り

閉
鎖
さ
れ
て
ゐ
た
「
若
人
の
廣
場
」
は
、

荒
廃
を
極
め
大
変
憂
慮
さ
れ
る
状
況
が
長

く
續
い
た
が
、
南
あ
わ
じ
市
並
び
に
兵
庫

縣
を
始
め
復
興
を
願
ふ
方
々
の
盡
力
に
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
三
月
十
五
日
に
都
市

公
園
と
し
て
再
整
備
さ
れ
た
。 

今
年
の
追
悼
祭
は
二
十
五
回
の
節
目

に
あ
た
り
、
新
し
い
御
代
を
迎
へ
た
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
神
道
靑
年
近
畿
地

區
連
絡
協
議
會
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
全

國
各
地
よ
り
約
五
十
名
の
靑
年
神
職
が
參

列
し
て
祭
典
を
奉
仕
し
た
。
又
、
當
日
追

悼
祭
に
先
立
っ
て
、
同
廣
場
の
駐
車
場
入

口
付
近
の
丘
上
に
て
、
神
道
靑
年
近
畿
地

區
連
絡
協
議
會
に
よ
り
、
世
界
平
和
の



祈
念
樹
「
梛 な

ぎ

」
（
雄
雌
一
對
）
が
植
樹

さ
れ
、
若
人
の
廣
場
の
歴
史
と
閉
鎖
か
ら

復
興
へ
の
道
程
を
記
し
た
石
碑
が
建
立
さ

れ
た
永
田
秀
一
會
長
と
兵
庫
縣
知
事
（
代

理
）
が
追
悼
文
を
奉
讀
し
、
海
上
自
衛
隊

徳
島
教
育
航
空
群
徳
島
航
空
基
地
喇
叭
隊

の
「
悲
し
み
の
譜
」
「
國
の
鎭
め
」
「
水

漬
く
屍
」
三
曲
が
吹
奏
さ
れ
、
次
い
で
、

香
淳
皇
后
よ
り
賜
は
っ
た
御
歌
に
よ
る

「
み
た
ま
慰
め
の
舞
」
が
靖
國
神
社
の
仕

女
二
人
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
。
引
續
い
て

尼
崎
市
・
福
田
寺
槇
尾
亮
順
住
職
他
に
よ

る
般
若
心
經
讀
經
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の

教
徒
に
よ
る
讃
美
歌
「
わ
が
や
ま
と
の
」

「
海
行
か
ば
」
奉
唱
な
ど
も
奉
納
さ
れ

た
。
教
義
宗
派
を
超
へ
、
全
國
よ
り
多
く

の
ご
來
賓
の
方
々
を
迎
へ
て
、
總
勢
二
〇

〇
名
の
參
列
の
も
と
嚴
粛
裡
に
齋
行
さ
れ

た
。 齋

了
後
、
兵
庫
縣
神
社
廳
垣
田
宗
彦
廳

長
の
挨
拶
文
を
浦
上
雅
史
理
事
が
代
読

し
、
引
續
き
全
國
よ
り
參
集
し
た
靑
年
神

職
を
代
表
し
て
神
道
靑
年
全
國
協
議
會
の

金
田
祐
季
會
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

式
典
の
後
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
・

プ
ラ
ザ
淡
路
島
に
會
場
を
移
し
て
總
會
を

開
催
し
、
一
五
〇
名
餘
が
出
席
し
た
。
會

議
で
は
、
來
年
の
第
二
十
六
回
追
悼
祭
を

例
年
の
通
り
十
月
二
十
一
日
（
水
）
に
齋

行
す
る
こ
と
な
ど
を
採
択
し
た
。
そ
の

後
、
神
道
政
治
連
盟
中
央
本
部
幹
事
長
・

岩
津
天
滿
宮
（
愛
知
縣
岡
崎
市
）
服
部
憲

明
宮
司
の
發
声
に
よ
り
献
盃
を
行
っ
た
。 

終
戰
七
十
四
年
を
迎
へ
、
來
年
は
七
十
五

年
の
節
目
の
年
、
「
行
く
末
の
礎
と
な
ら

ん
」
と
散
華
さ
れ
た
學
徒
の
御
靈
を
追
悼

し
、
緊
迫
の
度
を
増
す
東
亞
細
亞
情
勢
の

中
で
我
國
の
行
く
先
を
案
じ
、
今
後
も
追

悼
の
儀
式
を
繼
續
す
る
こ
と
が
今
に
生
か

し
生
か
さ
れ
る
者
た
ち
に
與
へ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
、
永
遠
の
祈
り
の
場
と
す
る
こ

と
を
御
靈
前
に
誓
ひ
合
っ
た
。
歓
談
の
中

で
は
あ
っ
た
が
遠
來
の
方
々
も
あ
り
、
日

本
會
議
の
參
加
者
を
代
表
し
て
新
聞
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
目
浩
一
主
幹
が
閉
宴

の
言
葉
を
述
べ
て
、
散
會
と
な
っ
た
。 

《
天
皇
陛
下
御
即
位
を
お
祝
い
す

る
県
民
の
集
い
》 

 
 

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
兵
庫
委
員
会 

令
和
元
年
一
一
月
二
三
日
（
土
）
一
四
時

よ
り
兵
庫
県
公
館
に
て
、
天
皇
陛
下
御
即

位
を
お
祝
い
す
る
県
民
の
集
い
が
兵
庫
県

公
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
、

久
元
喜
造
神
戸
市
長
、
谷
公
一
衆
議
院
議

員
か
ら
の
ご
祝
辞
他
、
国
会
議
員
・
県
会

議
員
・
市
議
会
議
員
な
ど
、
約
五
〇
〇
名

の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
音
楽
隊

に
よ
る
「
日
本
の
歌
」
、
鶫
真
衣
三
等
陸

曹
に
よ
る
国
歌
斉
唱
、
「
淡
路
だ
ん
じ
り

歌
」
、
新
温
泉
町
の
日
本
遺
産
「
麒
麟
獅

子
舞
」
、
パ
レ
ー
ド
は
、
県
公
館
↓
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
↓
県
民
会
館
に
お
い
て
、
祝

賀
会
が
兵
庫
県
民
会
館
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
に

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 
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《
第
三
回
神
戸
支
部
総
会 

 
 
 
 
 
 
 

記
念
講
演
会
》 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

神
戸
支
部 

 

令
和
元
一
二
月
八
日(

日)

湊
川
神
社(

神

戸
市)

に
て
、
第
三
回
支
部
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
は
、
開
会
の
辞
、
国
旗
敬
礼
、
国
歌

斉
唱
、
日
本
会
議
綱
領
唱
和
、
主
催
者
代

表
と
し
て
垣
田
宗
彦
神
戸
支
部
長
よ
り
の

挨
拶
の
後
、
来
賓
紹
介
、
来
賓
挨
拶

（ 
 

 
 

）
、
祝
電
披
露
活
動
報
告
活

動
方
針
発
表
、
宣
言
文
、
聖
寿
萬
歳
、
聖

寿
萬
歳
と
続
き
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
講
師
に
江
崎
道
朗
先
生
を
迎
え

し
、
『
激
変
す
る
世
界-

令
和
日
本
の
進

路
と
課
題 

』
と 

題
し
て
御
講
演
戴
き
ま

し
た
。 
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